
と
牛
肉
の
料
理
で
、
ち
ょ
う
ど
ブ
タ
を
売
る
前
と
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
さ
れ
て
、
顔
は
丸
々
し
て
い
た
。

八
月
五
日
、
乗
船
（
信
濃
丸
）
こ
の
と
き
に
「
遺
髪
袋
」
が
ソ

連
兵
に
見
つ
か
り
、
日
本
に
持
ち
帰
る
こ
と
あ
い
な
ら
ん
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
ナ
ホ
ト
カ
で
茶
毘
に
ふ
す
前
、
戦
友
各
位
の
協
力

を
得
て
、
一
人
当
た
り
二
～
三
人
の
割
合
で
死
亡
年
月
日
他
を
覚

え
て
も
ら
い
、
焼
却
し
た
の
で
承
諾
が
出
た
。
乗
船
す
ぐ
日
本
の

海
員
さ
ん
に
紙
と
鉛
筆
を
借
り
て
、
戦
友
の
皆
さ
ん
に
も
忘
れ
な

い
う
ち
に
書
き
込
ん
で
も
ら
い
、
生
き
て
帰
る
者
の
務
め
と
し
て

最
後
ま
で
キ
チ
ン
と
な
し
遂
げ
た
。

八
月
七
日
舞
鶴
港
上
陸
、
引
揚
援
護
局
の
係
官
に
、
上
記
紙
片

を
当
時
の
軍
隊
言
葉
で
、
確
度
甲
と
し
て
届
け
た
。
そ
の
数
、
実

に
七
十
数
人
だ
っ
た
。
舞
鶴
平
桟
橋
上
陸
後
、
赤
痢
患
者
が
発
生

し
た
の
で
、
全
員
消
毒
、
そ
の
他
検
査
が
あ
っ
て
、
八
月
十
二

日
、
帰
宅
の
た
め
、
舞
鶴
引
揚
援
護
局
を
出
発
、
同
日
、
帰
宅
し

た
。

ソ
連
参
戦
　 

島
根
県
　
八
幡
垣
正
雄
　 

時
あ
た
か
も
、
ソ
連
が
ド
イ
ツ
と
の
戦
い
で
勝
利
を
収
め
、
日

本
も
既
に
敗
戦
間
近
と
い
う
と
き
、
そ
の
勢
い
を
日
本
に
向
け
、

二
十
年
八
月
九
日
、
日
本
に
参
戦
。
我
が
部
隊
も
南
下
作
戦
を
開

始
。
部
隊
全
員
が
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
、
兵
舎
及
び
各
施
設
を
爆

破
し
て
出
発
す
る
も
、
悪
路
に
て
前
進
不
可
能
と
な
り
、
車
を
乗

り
捨
て
行
軍
に
よ
っ
て
あ
る
駅
に
到
達
。
そ
の
駅
で
南
進
す
る
貨

物
列
車
兵
隊
専
用
に
同
乗
し
て
出
発
す
る
。

途
中
の
鉄
道
沿
い
に
も
ソ
連
の
攻
撃
に
よ
る
被
害
が
続
出
。
そ

の
被
害
地
附
近
で
日
本
の
婦
人
が
足
に
傷
を
負
い
、「
兵
隊
さ
ん
、

助
け
て
！
」
と
絶
叫
し
て
い
た
が
、
い
か
ん
と
も
な
す
術
な
し
。

恐
ら
く
そ
の
婦
人
は
死
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
今
も
心
が
痛
む
。
当
時

は
在
満
日
本
人
婦
女
子
の
悲
惨
な
状
況
を
目
に
す
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
あ
っ
た
。

そ
の
日
の
夕
暮
れ
近
く
列
車
が
牡
丹
江
河
の
鉄
橋
に
さ
し
か



か
っ
た
と
き
、
突
如
と
し
て
敵
戦
車
砲
の
砲
撃
を
受
け
、
列
車
は

そ
の
場
に
急
停
車
し
、
大
隊
砲
等
で
応
戦
。
我
々
丸
腰
の
衛
生
兵

は
下
車
し
、
そ
の
夜
は
七
星
の
山
中
で
野
宿
す
る
。
翌
日
目
覚
め

る
と
、
被
服
は
夜
露
で
ぬ
れ
、
携
帯
用
の
乾
パ
ン
も
溶
け
る
ほ
ど

の
露
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
か
ら
山
中
を
歩
く
こ
と
四
日
間
、
夜
は

ほ
と
ん
ど
野
宿
で
あ
っ
た
。
八
月
十
七
日
の
午
後
、
横
道
河
子
と

い
う
町
に
到
着
し
、
初
め
て
終
戦
を
知
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
で
兵
隊

も
終
わ
り
、
日
本
に
帰
国
で
き
る
と
思
う
と
体
中
の
力
が
抜
け
呆

然
と
た
た
ず
む
。

し
か
し
ソ
連
軍
に
武
装
解
除
さ
れ
自
由
に
な
っ
た
と
の
喜
び
も

束
の
間
、
横
道
河
子
か
ら
行
軍
し
て
拉
古
に
集
結
、
拉
古
に
て
作

業
大
隊
が
編
成
さ
れ
、
一
千
人
単
位
の
編
成
と
な
る
。
ソ
連
か
ら

編
成
し
て
来
た
列
車
で
い
よ
い
よ
出
発
。
貨
車
の
中
は
二
段
式
の

板
で
つ
く
っ
た
粗
末
な
も
の
で
あ
り
、
ト
イ
レ
も
空
き
缶
が
あ
る

の
み
の
屈
辱
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

国
境
駅
綏
芬
河
ま
で
は
比
較
的
近
距
離
で
、
昭
和
二
十
年
九
月

二
日
、
貨
車
輸
送
に
よ
っ
て
沿
海
州
カ
ロ
リ
地
区
の
原
野
に
下

車
。
こ
こ
が
ソ
連
抑
留
の
第
一
歩
で
、
そ
の
後
四
年
半
に
及
ぶ
幾

多
苦
難
の
シ
ベ
リ
ア
強
制
労
働
と
続
く
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
を
断

片
的
に
述
べ
て
み
る
。

最
初
の
抑
留
地
カ
ロ
リ
ー
収
容
所

私
た
ち
捕
虜
は
食
糧
、
炊
事
用
の
鍋
釜
を
交
替
で
担
ぎ
、
目
的

地
に
向
か
っ
て
出
発
、
こ
の
光
景
を
見
る
と
ち
ょ
う
ど
敗
残
兵
が

退
却
し
て
山
中
に
逃
げ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
ふ
と
我
に
返
っ
て
見

る
と
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
か
つ
て
の
関
東

軍
の
精
鋭
の
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

歩
く
こ
と
二
時
間
余
り
で
目
的
地
に
到
着
、
こ
の
地
に
住
む
に

も
家
も
な
く
、
ま
た
天
幕
等
も
携
行
し
て
い
な
い
の
で
、
私
た
ち

が
新
し
く
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
半
地
下
式
に
土
を
掘

り
、
山
の
立
ち
木
を
切
り
、
丸
太
小
屋
を
建
て
、
壁
は
木
の
皮
や

草
な
ど
で
周
り
を
囲
い
、
中
に
炉
を
切
り
、
夜
は
交
替
で
火
を
燃

や
し
て
寝
た
。
こ
の
地
区
で
の
作
業
は
、
長
柄
の
刃
渡
り
六
十
セ

ン
チ
の
鎌
で
、
乾
草
用
の
草
刈
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
で
の
労

働
は
十
月
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
続
き
、
そ
れ
か
ら
四
か
年
余
り
を

転
々
と
収
容
所
も
仕
事
も
変
わ
っ
た
。
移
動
の
都
度
ソ
連
兵
は
東

京
ダ
モ
イ
（
日
本
へ
帰
る
）
と
偽
り
移
動
さ
せ
た
。

食
事
、
環
境
衛
生

食
事
は
一
日
三
百
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
に
、
三
百
グ
ラ
ム
の
穀
物



（
小
麦
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
、
豆
類
、
実
ソ
バ
）
等
で
家
畜
の
食
べ
る

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
は
四
季
が
な
く
、
短
い
春
と
夏
、
酷
寒
の
冬
で
あ

る
。
冬
は
零
下
三
十
五
度
ま
で
は
野
外
作
業
に
従
事
し
た
。
凍
傷

に
か
か
り
、
手
や
足
の
指
を
切
り
落
と
し
た
者
も
い
た
。

飲
用
水
は
硬
質
の
地
下
水
ま
た
は
川
の
水
で
、
よ
く
下
痢
を
お

こ
し
た
。
入
ソ
当
初
は
池
沼
の
水
を
飲
ん
で
、
ア
ミ
ー
バ
赤
痢
が

流
行
し
多
く
の
死
者
が
出
た
。
ま
た
栄
養
失
調
に
よ
る
死
者
も
多

く
、
過
寒
の
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
軍
人
、
軍
属
等
は
五
十
七

万
五
千
人
で
、
抑
留
中
に
死
亡
し
た
者
は
六
万
三
千
人
と
聞
い
て

い
る
。
風
呂
は
一
年
に
二
～
三
回
程
度
で
、
そ
れ
も
シ
ャ
ワ
ー
式

か
、
石
や
れ
ん
が
を
焼
い
て
水
を
か
け
る
蒸
し
風
呂
式
の
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
環
境
、
衛
生
面
は
非
常
に
悪
く
、
シ
ラ

ミ
、
ノ
ミ
、
南
京
虫
等
、
特
に
シ
ラ
ミ
は
多
く
、
毎
夜
の
日
課
は

シ
ラ
ミ
取
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
シ
ラ
ミ
等
に
悩
ま
さ
れ
、

栄
養
不
足
の
上
に
栄
養
を
掠
取
さ
れ
、
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
食
っ
た

も
の
で
あ
る
。

栄
養
失
調
ビ
タ
ミ
ン
不
足
に
よ
る
鳥
目

昭
和
二
十
二
年
の
秋
こ
ろ
、
夜
に
な
る
と
急
に
目
が
見
え
な
く

な
り
、
針
の
目
つ
ぎ
の
穴
だ
け
の
光
が
見
え
る
だ
け
で
、
夜
に
な

る
と
不
便
で
、
特
に
便
所
に
行
く
の
が
大
変
で
あ
っ
た
。
鳥
目
は

ビ
タ
ミ
ン
不
足
に
よ
る
の
が
原
因
で
あ
る
の
で
、
肝
油
を
飲
む
と

よ
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
肝
油
な
ど
な
く
、
別
に
治
療
の
方

法
も
な
く
、
昼
間
の
作
業
に
は
影
響
が
な
い
の
で
、
他
の
者
か
ら

見
る
と
怠
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
馬
鈴
薯
掘
り
の
作
業
が

あ
っ
た
の
で
、
希
望
し
て
行
き
、
昼
は
い
も
掘
り
、
夜
は
普
通
の

食
事
以
外
に
い
も
を
た
い
て
食
べ
て
、
こ
の
地
で
十
日
余
り
の
作

業
で
あ
っ
た
が
、
大
分
目
も
よ
く
な
り
、
一
か
月
く
ら
い
で
元
の

よ
う
に
治
癒
し
た
。

労

働

抑
留
中
の
地
区
名
は
、
カ
ロ
リ
ー
地
区
、
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
、
ウ

ス
リ
ー
ス
ク
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
ス
ー
チ
ヤ
ン
（
日
本
軍
が

シ
ベ
リ
ア
出
兵
当
時
に
駐
留
し
て
い
た
地
区
）

、
最
後
が
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
で
あ
っ
た
。
作
業
内
容
は
、
草
刈
り
、
船
の
修
理
、
道
路

補
修
、
建
築
工
事
、
炭
坑
夫
、
赤
れ
ん
が
づ
く
り
、
貨
車
の
積
み

お
ろ
し
作
業
、
農
場
作
業
等
多
種
多
様
で
あ
り
、
作
業
量
は
ノ
ル

マ
作
業
（
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に
割
当
て
ら
れ
た
労
働
基
準



量
）
で
あ
り
、
労
働
条
件
は
厳
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

復
員
（
帰
国
）

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
十
日
、
ナ
ホ
ト
カ
港
よ
り
貨
物
船
信
濃

丸
に
乗
船
、
ナ
ホ
ト
カ
港
を
午
後
四
時
ご
ろ
出
港
、
二
十
二
日
懐

か
し
い
故
国
の
島
々
が
見
え
た
と
き
、
た
だ
涙
が
出
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
私
は
シ
ベ
リ
ア
で
帰
国
二
か
月
前
よ
り
栄
養
失
調
に
よ

り
入
院
し
て
い
た
の
で
、
舞
鶴
上
陸
後
も
国
立
舞
鶴
病
院
に
入
院

し
、
数
日
し
て
か
ら
国
立
松
江
病
院
に
転
院
加
療
し
、
昭
和
二
十

七
年
十
月
に
退
院
、
郷
里
に
帰
っ
た
の
は
実
に
八
年
ぶ
り
で
、
二

十
八
歳
の
と
き
で
あ
り
、
二
十
代
の
青
春
を
酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア

で
、
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。

ま
た
帰
国
途
中
、
船
内
で
の
日
本
か
ら
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る

と
、
ソ
連
当
局
は
今
回
の
送
還
で
ソ
連
か
ら
の
送
還
を
終
了
す
る

と
、
モ
ス
ク
ワ
放
送
が
伝
え
て
い
る
と
放
送
し
て
い
た
。
送
還
の

再
開
は
昭
和
二
十
七
年
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
三
十
一
年
こ
ろ
に
終

わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
し
私
が
第
一
次
の
最
終
船
で
帰
国
で
き

な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
シ
ベ
リ
ア
の
土
と
化
し
、
現
在
の
よ
う

な
平
和
で
発
展
し
た
国
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
う

と
、
あ
の
酷
寒
の
地
で
凍
土
に
骨
を
埋
め
た
六
万
三
千
余
人
の
同

胞
に
対
し
て
黙
■
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
日
々
で
あ
る
。

帰
国
後
四
十
年
も
過
ぎ
た
今
日
、
い
ま
だ
に
年
に
一
～
二
回
シ

ベ
リ
ア
抑
留
中
の
夢
を
見
る
の
で
あ
る
。
い
か
に
五
か
年
間
の
シ

ベ
リ
ア
抑
留
生
活
が
つ
ら
か
っ
た
か
を
物
語
る
。
ダ
モ
イ
（
帰

国
）
の
言
葉
を
信
じ
、
低
抗
も
な
く
連
行
さ
れ
て
以
来
、
苦
し

み
、
諦
め
、
そ
し
て
な
お
生
き
よ
う
と
し
た
悲
し
い
ま
で
の
人
間

の
姿
、
望
郷
の
念
に
支
え
ら
れ
て
生
き
抜
い
た
困
苦
欠
乏
の
日
々

を
私
は
終
生
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
の
戦
後
　 

栃
木
県
　
小
野
寺
進
　 

シ
ベ
リ
ア
へ

私
は
九
站
で
終
戦
を
迎
え
、
吉
林
に
て
武
装
解
除
さ
れ
、
哈
爾

濱
、
満
州
里
経
由
で
九
月
十
九
日
つ
い
に
シ
ベ
リ
ア
に
入
る
。
何

日
か
し
て
最
初
に
着
い
た
所
が
海
が
見
え
、
日
本
海
が
見
え
た
と

思
っ
た
ら
何
と
バ
イ
カ
ル
湖
だ
と
聞
い
て
ま
た
び
っ
く
り
で
あ

る
。
一
時
間
く
ら
い
停
車
し
飯
盒
炊
飯
を
し
、
そ
こ
に
は
す
で
に




